
 

 

 

 

令 和 ２ 年 度 

( ２ ０ ２ ０ 年 度 ) 
 

 

伊 丹 市 交 通 事 業 会 計 予 算 書 

（ 含 付 



 



議案第２２号

（総　　則）

第　１　条 令和２年度伊丹市交通事業会計の予算は，次に定めるところによる。

（業務の予定量）

第　２　条 業務の予定量は，次のとおりとする。

　  種  類 車両数 年間走行キロ 年間輸送人員 １日平均輸送人員

一般乗合 93両 3,316,000km 15,881,000人 43,510人

（収益的収入及び支出）

第　３　条 収益的収入及び支出の予定額は，次のとおりと定める。

第　１　款 2,492,400千円

　第　１　項 2,238,420千円

　第　２　項 253,979千円

　第　３　項 1千円

第　１　款 2,574,249千円

　第　１　項 2,448,944千円

　第　２　項 118,611千円

　第　３　項 6,694千円

（資本的収入及び支出）

第　４　条 資本的収入及び支出の予定額は，次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額119,529千円は，過年度分損益勘
定留保資金108,100千円及び当年度消費税及び地方消費税資本的収支調整額11,429千円で補てんするものとする。）。

令和２年度　伊丹市交通事業会計予算

収　　　　　　　　　　　入

自動車運送事業収益

営 業 収 益

営 業 外 収 益

特 別 利 益
支　　　　　　　　　　　出

自動車運送事業費用

営 業 費 用

営 業 外 費 用

特 別 損 失
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第　１　款 144,520千円

　第　１　項 125,400千円

　第　２　項 660千円

　第　３　項 1,300千円

　第　４　項 17,160千円

第　１　款 264,049千円

　第　１　項 146,199千円

　第　２　項 117,850千円

（企　業　債）

第　５　条 起債の目的，限度額，起債の方法，利率及び償還の方法は，次のとおりと定める。

起債の目的 超低床大型乗合車両購入事業に充てるため。

限　度　額 125,400千円

起債の方法 証書借入又は証券発行による。

利　　　率 4.0％以内

償還の方法

（予定支出の各項の経費の金額の流用）

第　６　条 予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は，次のとおりと定める。

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）

第　７　条

(1) 職　員　給　与　費 1,860,431千円

(2) 交　　　際　　　費 100千円

県 補 助 金

資 本 的 収 入

固定資産売却代金

他 会 計 補 助 金

企 業 債

資 本 的 支 出

借入先の融資条件による。ただし，企業財政の都合により繰上償還をし，又は低利債に借り換えることができる。

(1) 営業外費用に計上した消費税及び地方消費税に係る予算額に不足が生じた場合における同一款内での各項間の流用

収　　　　　　　　　　　入

支　　　　　　　　　　　出

建 設 改 良 費

企 業 債 償 還 金

次に掲げる経費については，その経費の金額をそれ以外の経費の金額に流用し，又はそれ以外の経費をその経費の金額に流用する場合
は，議会の議決を経なければならない。
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（他会計からの補助金）

第　８　条 一般会計からこの会計へ補助を受ける金額は，240,568千円である。

（たな卸資産購入限度額）

第  ９  条 たな卸資産の購入限度額は，163,077千円と定める。

（重要な資産の取得）

第 １０ 条 重要な資産の取得は，次のとおりとする。

　　 種類　　　　　　　　　　 名称　　　　　　　　　　　　数量

１ 取得する資産  車　　　　両　　　　  超低床大型乗合車両　　　　 　　 　6　 両

令和２年　２月２５日提出　

伊丹市長　　藤　原　保　幸
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項 節

1
自 動 車 運 送
事 業 収 益

2,492,400

1 営 業 収 益 2,238,420

1 運 輸 収 益 2,207,541

乗 合 旅 客 運 賃 2,207,541 乗合旅客運賃

2 運 輸 雑 収 益 30,879

広 告 料 30,468 車内外広告掲載料他

雑 収 益 411 乗車券払戻手数料

2 営 業 外 収 益 253,979

1
受 取 利 息
及 び 配 当 金

50

預 金 利 息 50 預金利息

2 他 会 計 補 助 金 223,408

他 会 計 補 助 金 223,408 一般会計補助金

3
長 期 前 受 金
戻 入

18,608

長 期 前 受 金
戻 入

18,608 国庫補助金等長期前受金戻入

4 雑 収 益 11,913

予　定　額目 備             考

令和２年度　伊丹市交通事業会計予算実施計画

収 益 的 収 入 及 び 支 出
収           入

款

        (単位:千円) 

130



不 用 品 売 却 収 益 200 不用品売却収益

自動車事故賠償還付金 6,000

その他雑収益 5,713

3 特 別 利 益 1

1
過 年 度 損 益
修 正 益

1

過年度損益修正益 1 単位

項 節

1
自 動 車 運 送
事 業 費 用

2,574,249

1 営 業 費 用 2,448,944

1 運 転 費 1,754,681

給 料 639,884

地域手当 54,334

扶養手当 25,638

通勤手当 7,451

管理職手当 113

超過勤務手当 230,564

夜勤手当 6,244

期末勤勉手当 181,014

特殊勤務手当 23,003

住居手当 5,646

児童手当 9,530

款

543,537

目

 (単位:千円) 

そ の 他 雑 収 益

手 当

予　定　額 備             考

支　　　　　　　　出

11,713

 一般職192名(内、会計年度任用職員以外の職員131名)
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項 節

賞 与 引 当 金
繰 入 額

77,018 賞与引当金繰入額

退 職 給 付 費 46,752 退職給付引当金繰入額

市町村職員共済組合事業主負担金 197,663

公務員災害補償基金負担金他 43,365

法 定 福 利 費
引 当 金 繰 入 額

14,932 法定福利費引当金繰入額

厚 生 福 利 費 991 職員厚生会負担金

被 服 費 10,000 職員被服費

備 消 品 費 826 消耗器材及び備品費

光 熱 水 費 909 上下水道料

ガ ソ リ ン 費 530 車両用ガソリン

軽 油 費 163,077 車両用軽油

油 脂 費 2,287 エンジンオイル他

負 担 金 66 無線設備電波利用料他

委 託 料 12,844 バス誘導委託料他

2 車 両 修 繕 費 88,636

バッテリー 1,048

高品位尿素水溶液他 1,551

乗合車両整備用部品 25,192

公用車両整備用部品 50

予　定　額 備             考

法 定 福 利 費

款 目

2,599

241,028

備 消 品 費

25,242部 分 品 費
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新品タイヤ 6,507

パンク修理他 903

外 注 修 繕 費 14,741 乗合車両外注修繕

委 託 料 38,644 整備業務委託料

3 そ の 他 修 繕 費 6,860

構 築 物 修 繕 費 5,000 構築物修繕費

機 械 及 び 装 置
修 繕 費

630 機械及び装置修繕費

工 具 器 具 及 び
備 品 修 繕 費

30 工具器具及び備品修繕費

そ の 他 修 繕 費 1,200 その他修繕費

4
固 定 資 産 減 価
償 却 費

209,434

車 両 減 価 償 却 費 100,399 車両減価償却費

建 物 減 価 償 却 費 6,294 建物減価償却費

建 物 付 属 設 備
減 価 償 却 費

13,266 建物付属設備減価償却費

構築物減価償却費 11,239 構築物減価償却費

機 械 及 び 装 置
減 価 償 却 費

74,963 機械及び装置減価償却費

工具器具及び備品
減 価 償 却 費

3,273 工具器具及び備品減価償却費

タ イ ヤ 費 7,410
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項 節

5 施設損害保険料 18,979

車 両 損 害 保 険 料 18,929 自動車損害保険料

建 物 損 害 保 険 料 50 建物損害保険料

6 施 設 使 用 料 1,843

借 地 料 208 バス停留所駐輪場用地借地料他

諸 施 設 使 用 料 1,635 大阪国際空港諸施設使用料他

7 運 輸 管 理 費 244,094

地域手当 9,655
扶養手当 5,094
通勤手当 1,165
管理職手当 4,692
管理職員特別勤務手当 30
超過勤務手当 9,573
夜勤手当 448
期末勤勉手当 26,918
特殊勤務手当 415
住居手当 672
児童手当 2,110

賞 与 引 当 金
繰 入 額

12,904 賞与引当金繰入額

退 職 給 付 費 5,629 退職給付引当金繰入額

市町村職員共済組合事業主負担金 31,336
公務員災害補償基金負担金他 1,779

備             考目款

91,910

法 定 福 利 費 33,115

給 料

60,772手 当

予　定　額

一般職27名(内、会計年度任用職員以外の職員21名）
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法 定 福 利 費
引 当 金 繰 入 額

2,502 法定福利費引当金繰入額

厚 生 福 利 費 165 職員厚生会負担金

旅 費 353

被 服 費 10 職員被服費

備 消 品 費 318 消耗器材及び備品費

光 熱 水 費 564 電照塔等電気料他

通 信 運 搬 費 731 電話料他

事 故 費 6,000 自動車事故費

手 数 料 16,702 他社ICｶｰﾄﾞ清算事務手数料他

広 告 宣 伝 費 63 事業用宣伝費

印 刷 製 本 費 1,674 乗車券印刷費他

2,582
運賃清算システム機器保守委託料 825
IC用ネットワーク保守委託料 2,310
勤務管理システム保守委託料他 4,965

8 一 般 管 理 費 121,075

特別職 1名

一般職10名(内、会計年度任用職員以外の職員7名)

職員出張旅費

乗車券自動発売機等警備委託料

39,795給 料

10,682委 託 料
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項 節

地域手当 4,201
扶養手当 990
通勤手当 911
管理職手当 4,248
管理職員特別勤務手当 1
超過勤務手当 1,893
期末勤勉手当 11,898
住居手当 336
児童手当 240

賞 与 引 当 金
繰 入 額

5,655 賞与引当金繰入額

退 職 給 付 費 5,739 退職給付引当金繰入額

市町村職員共済組合事業主負担金 12,851
公務員災害補償基金負担金他 593

法 定 福 利 費
引 当 金 繰 入 額

1,097 法定福利費引当金繰入額

厚 生 福 利 費 70 職員厚生会負担金

旅 費 92

消耗器材及び備品費 2,641
諸文具費 200
図書費 159
電気料 4,613
ガス料 264
水道料 401
下水道料 267
電話料 878
郵便料 101

手 数 料 5,060 定期健康診断手数料他

広 告 宣 伝 費 2,274 広報紙発行費他

光 熱 水 費

979

職員出張旅費

備 消 品 費

備             考目

法 定 福 利 費

款 予　定　額

24,718

5,545

13,444

手 当

3,000

通 信 運 搬 費
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印 刷 製 本 費 19 帳票類印刷費

兵庫県バス協会会費 983
公営交通事業協会会費 890
庁内ＬＡＮ使用負担金他 3,087

会 議 費 10 諸会議費

交 際 費 100 事業運営交際費

報 償 費 962

庁舎清掃委託料 2,255
自家用電気工作物保守点検委託料 530

3,666

自 動 車 重 量 税 7 公用車自動車重量税

保 険 料 58 動産総合保険料他

賃 借 料 1,040

9 資 産 減 耗 費 42

構 築 物 除 却 費 41 構築物除却費

たな卸資産減耗費 1 単位

10 自 動 車 重 量 税 3,300

自 動 車 重 量 税 3,300 乗合自動車重量税

財務会計システム保守委託料他

4,960負 担 金

委 託 料 6,451

給与計算システム賃借料他

職員研修講師謝礼他
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項 節

2 営 業 外 費 用 118,611

1
支 払 利 息 及 び
企業債取扱諸費

1,770

平成27年度分 27

平成28年度分 6

平成29年度分 31

平成30年度分 34

令和元年度分 1,672

2
消 費 税 及 び
地 方 消 費 税

116,840

消 費 税 及 び
地 方 消 費 税

116,840 消費税及び地方消費税納付額

3 雑 支 出 1

雑 支 出 1 単位

3 特 別 損 失 6,694

1 固定資産売却損 6,693

車 両 売 却 損 6,693 乗合車両売却損

2
過 年 度 損 益
修 正 損

1

過年度損益修正損 1 単位

備             考目款

1,770企 業 債 利 息

予　定　額
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資 本 的 収 入 及 び 支 出

収           入

項 節

1 資 本 的 収 入 144,520

1 企 業 債 125,400

1 企 業 債 125,400

建 設 改 良
企 業 債

125,400 超低床大型乗合車両購入事業債

2
固 定 資 産
売 却 代 金

660

1 車 両 売 却 代 金 660

車 両 売 却 代 金 660 乗合車両売却代金

3 県 補 助 金 1,300

1 県 交 付 金 1,300

運 輸 事 業 振 興
助 成 交 付 金

1,300

4 他 会 計 補 助 金 17,160

1 他 会 計 補 助 金 17,160

他 会 計 補 助 金 17,160

款

（単位：千円）

目 予　定　額 備             考

兵庫県運輸事業振興助成補助金

一般会計補助金　

（交通事業） 139



支           出

項 節

1 資 本 的 支 出 264,049

1 建 設 改 良 費 146,199

1 建 設 費 146,199

車 両 建 設 費 142,608

構 築 物 建 設 費 3,591

2 企 業 債 償 還 金 117,850

1 企 業 債 償 還 金 117,850

平成27年度分 35,850

平成28年度分 35,875

平成29年度分 20,500

平成30年度分 25,625

建 設 改 良
企 業 債 償 還 金

117,850

予　定　額

バス停諸施設整備事業費

款 備             考

（単位：千円）

目

超低床大型乗合車両購入費
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　１．総　括

　(1) 全職員

  ・「手当」には，賞与引当金繰入額及び退職給付費を含む。

　・「法定福利費」には，法定福利費引当金繰入額を含む。

　・「期末勤勉手当」には，賞与引当金繰入額及び会計年度任用職員に係る期末手当を含む。

比  　較

給　与　費　明　細　書

10,58396,919△ 4,506137,029△ 218,859690

比　  較 7,804 △ 2,448 △ 2,745 △ 21,495

前 年 度 15,614 9,102 14,625 79,615

本 年 度 23,418 6,654 11,880 58,120

（千円） （千円） （千円） （千円）

区　 分
特殊勤務手当 住居手当 児童手当 退職給付費

比　  較 550 △ 1,596 3,603 △ 2,056 0 79,456 2,052 33,794

前 年 度 67,640 33,318 5,924 11,109 31 162,574 4,640 281,613

（千円）

本 年 度 68,190 31,722 9,527 9,053 31 242,030 6,692 315,407

超過勤務手当 夜勤手当 期末勤勉手当

（千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

4,506

13,510 24,093

手　当
の内訳

区  分
地域手当 扶養手当 通勤手当 管理職手当

管理職員
特別勤務手当

－

292,608 1,836,338

306,118 1,860,431

前 年 度 1 160 218,859 634,560

（千円）

685,805 1,543,730

（千円） （千円）

本 年 度 1 229 0 771,589

区　 分

職　 員　 数 給   　与  　 費
法定福利費

782,724 1,554,313

賃　金 手　当 計

　　（人）

合　計
特 別 職 一 般 職 報　酬 給　料

（千円） （千円）　　（人） （千円） （千円）
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　ア　会計年度任用職員以外の職員

　（２）職員区分別

区　 分

職　 員　 数 給   　与  　 費
法定福利費 合　計

特 別 職 一 般 職 報　酬 給　料 賃　金 計

　　（人） 　　（人） （千円） （千円） （千円） （千円）

手　当

（千円） （千円） （千円）

本 年 度 1 159 0 641,228 － 1,307,866 262,832 1,570,698

前 年 度 1 160 218,859 634,560 4,506 1,543,730 292,608 1,836,338

比  　較 0 △ 1 △ 218,859 6,668 △ 4,506 △ 235,864 △ 29,776 △ 265,640

手　当
の内訳

区  分
地域手当 扶養手当 通勤手当 管理職手当 超過勤務手当 夜勤手当 期末勤勉手当

（千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

本 年 度 68,190 31,722 6,352 9,053 164,974 5,536 288,268

前 年 度 67,640 33,318 5,924 11,109 162,574 4,640 281,613

比　  較 550 △ 1,596 428 △ 2,056 2,400

本 年 度 15,858 6,654 11,880 58,120

区　 分
特殊勤務手当 住居手当 児童手当 退職給付費

9,102 14,625 79,615

896

（千円） （千円）（千円） （千円）

15,614

比　  較 244 △ 2,448 △ 2,745 △ 21,495

前 年 度

666,638

685,805

△ 19,167

管理職員
特別勤務手当

（千円）

31

31

0 6,655
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　イ　会計年度任用職員

比　  較

－

43,286 289,733

区  分

289,733

－

比  　較 70 － 130,361 －

区　 分

職　 員　 数 給   　与  　 費
法定福利費

前 年 度 － －

（千円） （千円）

合　計

（千円）（千円）（千円）

特 別 職 一 般 職 計

　　（人） 　　（人） （千円）

3,175 77,056 1,156 27,139 7,560

前 年 度 － － － － －

本 年 度 3,175 77,056 1,156 27,139 7,560

（千円）

－

（千円）

通勤手当 超過勤務手当 夜勤手当 期末手当 特殊勤務手当

116,086

－ － －

246,447 43,286

246,447

（千円）

報　酬 給　料 賃　金 手　当

手　当
の内訳

116,086本 年 度 70 － 130,361

－

（千円） （千円） （千円）
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２．給料及び手当の増減額の明細

区　　　分
増　減　額
（千円）

説　　　　　　明 備　　　　　　考

給 与 改 定 に 伴 う 増 減 分 1,246 

昇 給 に 伴 う 増 加 分 12,456 

そ の 他 の 増 減 分 123,327 
新陳代謝及び会計年度任用職員制
度導入等による増分

制 度 改 正 に 伴 う 増 減 分 △5,943 

そ の 他 の 増 減 分 102,862 
新陳代謝及び会計年度任用職員制
度導入等による増分

増　減　事　由　別　内　訳
（千円）

96,919 手　　　当

給　　　料 137,029 

給与改定の状況
　改定率  平均0.1％増
　実施時期　平成31年4月
　勤勉手当  0.05月増
　実施時期　令和元年12月

会計年度任用職員制度の導入
　実施時期　令和2年4月

　(1) 職員１人当たり給与

区　　　         分 事　　務　　員 乗　　務　　員 作　　業　　員

平 均 給 料 月 額 (円) 348,685  320,687  289,250  

令和２年１月１日現在 平 均 給 与 月 額 (円) 517,914  516,379  330,425  

平 均 年 齢 (歳) 48.9  48.9  46.5  

平 均 給 料 月 額 (円) 357,244  315,886  281,450  

平成３１年１月１日現在 平 均 給 与 月 額 (円) 483,618  488,091  326,420  

平 均 年 齢 (歳) 47.7  48.3  45.0  

３．給料及び手当の状況
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　(2) 初　任　給

職　　種 学　　歴 給料月額（円） 職　　種 学　　歴 給料月額（円）

大　 学 　卒 189,500  大　 学 　卒 188,000  

事務員 短 　大 　卒 170,000  事務員 短 　大 　卒 168,200  

高　 校 　卒 158,100  高　 校 　卒 156,100  

乗務員 ２　 ３　 歳 174,500  乗務員 ２　 ３　 歳 173,000  

行政職

技能職

188,000  

168,200  

156,100  

144,000  

行政職

技能職

一般行政職

作業員

大　 学 　卒

短 　大 　卒

高　 校 　卒

170,000  

158,100  

146,000  

189,500  

一
般
会
計
の
制
度

一般行政職 短 　大 　卒

高　 校 　卒

高　 校 　卒作業員

大　 学 　卒

令　和　２　年　１　月　１　日　現　在 平　成　３１　年　１　月　１　日　現　在

行政職

技能職

一
般
会
計
の
制
度

給　料　表 給　料　表

高　 校 　卒

行政職

技能職
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　(3) 級 別 職 員 数

級 職員数（人） 構成比（％） 級 職員数（人） 構成比（％） 級 職員数（人） 構成比（％）

(0) (0.0) (0) (0.0) (0) (0.0) 
0  0.0  61  46.2  0  0.0  

(0) (0.0) (0) (0.0) (0) (0.0) 
2  7.7  64  48.5  2  100.0  

(0) (0.0) (0) (0.0) (0) (0.0) 
2  7.7  7  5.3  0  0.0  

(0) (0.0) (0) (0.0) (0) (0.0) 
2  7.7  0  0.0  0  0.0  

(0) (0.0) 
10  38.5  
(0) (0.0) 
9  34.6  

(0) (0.0) 
1  3.8  

(0) (0.0) 
0  0.0  

(0) ( - ) (0) ( - ) (0) ( - ) 
26  100.0  132  100.0  2  100.0  

級 職員数（人） 構成比（％） 級 職員数（人） 構成比（％） 級 職員数（人） 構成比（％）

(0) (0.0) (1) (100.0) (0) (0.0) 
0  0.0  51  38.6  0  0.0  

(0) (0.0) (0) (0.0) (0) (0.0) 
1  3.8  65  49.2  2  100.0  

(0) (0.0) (0) (0.0) (0) (0.0) 
2  7.7  16  12.1  0  0.0  

(0) (0.0) (0) (0.0) (0) (0.0) 
3  11.5  0  0.0  0  0.0  

(0) (0.0) 
10  38.5  
(0) (0.0) 
8  30.8  

(0) (0.0) 
2  7.7  

(0) (0.0) 
0  0.0  

(0) ( - ) (1) (100.0) (0) ( - ) 
26  100.0  132  100.0  2  100.0  

（　）内数字は短時間勤務職員で外書き
構成比数値は，四捨五入のため，端数において計とは一致しない場合がある。

行政職給料表

事　務　員 

4

3

1

4

3

区             分

8

令和２年１月１日現在

7

6

技　能　職　給　料　表

乗　務　員 作　業　員

5

4

2

3

2

1

4

計

8 4 4

26

計

行政職給料表

平成３１年１月１日現在

1

計 計 計

7 3 3

3

2

2

5 1 1

技　能　職　給　料　表

区             分 乗　務　員 作　業　員事　務　員 

計

2

1
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　(4) 昇   給 

区               分 合　　　計 事　務　員 乗　務　員 作　業　員

職 員 数 　(A) （人） 159  26  131  2  

昇 給 に 係 る 職 員 数 　(B) （人） 150  24  124  2  

2号給 （人） 31  5  26  0  

3号給 （人） 1  0  1  0  

4号給 （人） 114  19  93  2  

5号給 （人） 4  0  4  0  

比　　　　　率　　(B)／(A) （％） 94.3  92.3  94.7  100.0  

職 員 数 　(A) （人） 160  26  132  2  

昇 給 に 係 る 職 員 数 　(B) （人） 155  24  129  2  

2号給 （人） 22  4  18  0  

3号給 （人） 2  0  2  0  

4号給 （人） 127  20  105  2  

5号給 （人） 4  0  4  0  

比　　　　　率　　(B)／(A) （％） 96.9  92.3  97.7  100.0  

号 給 数 別 内 訳

号 給 数 別 内 訳

本
　
年
　
度

前
　
年
　
度

区　　　　　　　分 ８　　級 ７　　級 ６　　級 ５　　級 ４　　級 ３　　級 ２　　級 １　　級

（行政職給料表）
事務員

局長・参事 次長・副参事 課　　長 副 主 幹 係長・主査 主　　任 事務職員 事務職員

（技能職給料表）
乗務員・作業員

極めて高度の技能又は経
験を必要とする技能労務

職員

高度の技能又は経験を必
要とする技能労務職員

相当の技能又は経験を必
要とする技能労務職員 技能労務職員

　（級別の基準となる職務）
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　(5) 特 殊 勤 務 手 当

全 職 種 事 務 員 乗 務 員 作 業 員

給 料 総 額 に 対 す る 比 率 （ ％ ）

支 給 対 象 職 員 の 比 率 （ ％ ）

平 均 支 給 月 額 （ 円 ）

　中休手当

（令和元年12月支給分）

（令和元年12月支給分）

1.3  0.0  

7,531  0  

85.6  0.0  

区 分

支 給 対 象 職 員 １ 人 当 た り

代 表 的 な 特 殊 勤 務 手 当 の 名 称

15.4  85.0  

6,405  

1.1  

5,000  

0.2  

支　給　期　別　支　給　率

6 月（月分） 12 月（月分）

(1.175) (1.175) (2.35)
2.25 2.25 4.50

(1.175) (1.175) (2.35)
2.225 2.225 4.45

(1.175) (1.175) (2.35)
2.25 2.25 4.50

備　　考
職制上の段階、職務の
級 等 に よ る 加 算 措 置

有

有

有

　(6) 期末手当・勤勉手当

本　　年　　度

前　　年　　度

一般会計の制度

（　）内数字は再任用職員の標準的な支給率

支 給 率 計 （ 月 分 ）区　　　　分

148



　(7) 定年退職及び勧奨退職に係る退職手当

20 年 勤 続 の 者 25 年 勤 続 の 者 35 年 勤 続 の 者 最 高 限 度 そ の 他 の
（月分） （月分） （月分） （月分） 加 算 措 置 等

定年前早期退職

支 給 率 等 24.586875 33.27075 47.709 47.709 特例措置

（2％～20％加算）

定年前早期退職

一般会計の制度 (支給率等) 24.586875 33.27075 47.709 47.709 特例措置

（2％～20％加算）

　(8) そ の 他 の 手 当

差 異 の 内 容区　　　　分

備 考

扶 養 手 当

区 分

地 域 手 当 同　　　　　じ

一般会計の制度との異同

通 勤 手 当

住 居 手 当

同　　　　　じ

同　　　　　じ

同　　　　　じ
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（単位：円）

１　業務活動によるキャッシュ・フロー ２　投資活動によるキャッシュ・フロー

当年度純損失 △ 93,278,000 有形固定資産の取得による支出 △ 133,032,000

減価償却費 209,434,000 有形固定資産の売却による収入 600,000

退職給付引当金の増加額 5,865,000 県補助金による収入 1,182,000

賞与引当金の増加額 478,000
一般会計又は他の特別会計からの繰
入金による収入

15,600,000

その他引当金の増加額 400,000 投資活動によるキャッシュ・フロー △ 115,650,000

長期前受金戻入額 △ 18,608,000

受取利息及び配当金 △ 50,000 ３　財務活動によるキャッシュ・フロー

支払利息及び企業債取扱諸費 1,770,000
建設改良費等の財源に充てるための
企業債による収入

125,400,000

固定資産除却費 41,000
建設改良費等の財源に充てるための
企業債の償還による支出

△ 117,850,000

固定資産売却損 6,693,000 財務活動によるキャッシュ・フロー 7,550,000

預託金の減少額 24,000

未払金の増加額 12,804,000 資金増加額（又は減少額） 15,753,000

小計 125,573,000 資金期首残高 1,285,783,747

利息及び配当金の受取額 50,000 資金期末残高 1,301,536,747

利息の支払額 △ 1,770,000

業務活動によるキャッシュ・フロー 123,853,000

令和２年度　伊丹市交通事業会計予定キャッシュ・フロー計算書
（令和2年4月1日から令和3年3月31日まで）

150



1 　固　　　定　　　資　　　産

(1)

ア 2,053,385,270

△ 1,683,180,743 370,204,527

イ 537,369,086

△ 121,787,953 415,581,133

ウ 38,128,679

△ 32,930,742 5,197,937

エ 209,916,385

△ 182,680,408 27,235,977

オ 476,228,157

△ 260,269,457 215,958,700

カ 14,548,371

△ 7,467,831 7,080,540

キ 129,987,863

1,171,246,677

(2)

ア 800,000

800,000

1,172,046,677

2 　流　　　動　　　資　　　産

(1) 1,301,536,747

(2) 46,000,000

(3) 2,439,269

(4) 2,849,683

(5) 4,383,670

1,357,209,369

2,529,256,046

建 物

建 物 減 価 償 却 累 計 額

令和２年度　伊丹市交通事業予定貸借対照表

(令和3年 3月31日)

有 形 固 定 資 産

資　　産　　の　　部

車 両

車 両 減 価 償 却 累 計 額

建 物 付 属 設 備

前 払 費 用

流 動 資 産 合 計

預 託 金

固 定 資 産 合 計

現 金 預 金

未 収 金

貯 蔵 品

建 物 付 属 設 備 減 価 償 却 累 計 額

構 築 物

構 築 物 減 価 償 却 累 計 額

投 資 そ の 他 の 資 産 合 計

機 械 及 び 装 置

機 械 及 び 装 置 減 価 償 却 累 計 額

工 具 器 具 及 び 備 品

工具器具及び備品減価償却累計額

土 地

有 形 固 定 資 産 合 計

投 資 そ の 他 の 資 産

出 資 金

資 産 合 計
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3 　固　　　定　　　負　　　債

(1)

ア 884,349,265

884,349,265

(2)

ア 1,233,040,621

1,233,040,621

2,117,389,886

4 　流　　　動　　　負　　　債

(1)

ア 153,400,000

153,400,000

(2) 125,456,000

(3)

ア 95,577,000

イ 18,531,000

114,108,000

(4) 27,600,436

420,564,436

5 　繰　　　延　　　収　　　益

(1) 562,156,438

(2) △ 425,903,928

136,252,510

2,674,206,832負 債 合 計

流 動 負 債 合 計

負　　債　　の　　部

企 業 債

固 定 負 債 合 計

建 設 改 良 等 の 財 源 に 充 て る
た め の 企 業 債

企 業 債 合 計

企 業 債 合 計

引 当 金

繰 延 収 益 合 計

建 設 改 良 等 の 財 源 に 充 て る
た め の 企 業 債

退 職 給 付 引 当 金

長 期 前 受 金

収 益 化 累 計 額

法 定 福 利 費 引 当 金

引 当 金 合 計

引 当 金 合 計

賞 与 引 当 金

引 当 金

未 払 金

預 り 金

企 業 債
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6 　資　　　　 本　　　　　金 56,750,000

7 　剰　　　　 余　　　　　金

(1)

ア 17,709,330

イ 47,881,200

ウ 204,730,855

エ 38,905

オ 20,957,992

291,318,282

(2)

ア 493,019,068

493,019,068

△ 201,700,786

△ 144,950,786

2,529,256,046

他 会 計 補 助 金

負 債 資 本 合 計

そ の 他 資 本 剰 余 金

資 本 剰 余 金 合 計

当 年 度 未 処 理 欠 損 金

剰 余 金 合 計

欠 損 金

欠 損 金 合 計

資 本 合 計

受 贈 財 産 評 価 額

資　　本　　の　　部

資 本 剰 余 金

国 庫 補 助 金

県 補 助 金

（交通事業） 153



1

(1) 2,062,520,000

(2) 27,814,000 2,090,334,000

2

(1) 1,716,788,000

(2) 84,978,000

(3) 6,294,000

(4) 116,542,000

(5) 19,941,000

(6) 1,725,000

(7) 233,637,000

(8) 135,109,000

(9) 17,570,000

(10) 3,500,000 2,336,084,000

245,750,000

3

(1) 30,000

(2) 229,589,000

(3) 13,358,000

(4) 18,664,000 261,641,000

4

(1) 2,480,000

(2) 6,209,000 8,689,000 252,952,000

7,202,000

車 両 修 繕 費

固 定 資 産 減 価 償 却 費

営 業 外 収 益

雑 支 出

雑 収 益

営 業 外 費 用

経 常 利 益

令和元年度　伊丹市交通事業予定損益計算書
（平成31年4月1日から令和2年3月31日まで）

受 取 利 息 及 び 配 当 金

他 会 計 補 助 金

営 業 損 失

施 設 損 害 保 険 料

営 業 費 用

そ の 他 修 繕 費

営 業 収 益

運 転 費

運 輸 収 益

運 輸 雑 収 益

支 払 利 息 及 び 企 業 債 取 扱 諸 費

長 期 前 受 金 戻 入

施 設 使 用 料

運 輸 管 理 費

一 般 管 理 費

資 産 減 耗 費

自 動 車 重 量 税
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5

(1) 1,000 1,000

6

(1) 5,101,000

(2) 1,000 5,102,000 △5,101,000

2,101,000

401,842,068

399,741,068

特 別 損 失

固 定 資 産 売 却 損

過 年 度 損 益 修 正 損

当 年 度 純 利 益

前 年 度 繰 越 欠 損 金

当 年 度 未 処 理 欠 損 金

特 別 利 益

過 年 度 損 益 修 正 益
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令和元年度 伊丹市交通事業予定貸借対照表

(令和2年 3月31日)

資 産 の 部

1 固 定 資 産

有 形 固 定 資 産(1)

ア 車 両 2,069,469,270

車 両 減 価 償 却 累 計 額 △ 1,721,340,743 348,128,527

イ 建 物 537,369,086

建 物 減 価 償 却 累 計 額 △ 115,493,953 421,875,133

ウ 建 物 付 属 設 備 38,128,679

建 物 付 属 設 備 減 価 償 却 累 計 額 △ 19,664,742 18,463,937

エ 構 築 物 207,472,385

構 築 物 減 価 償 却 累 計 額 △ 172,220,408 35,251,977

オ 機 械 及 び 装 置 476,228,157

機 械 及 び 装 置 減 価 償 却 累 計 額 △ 185,306,457 290,921,700

カ 工 具 器 具 及 び 備 品 14,548,371

工具器具及び備品減価償却累計額 △ 4,194,831 10,353,540

キ 土 地 129,987,863

有 形 固 定 資 産 合 計 1,254,982,677

投 資 そ の 他 の 資 産(2)

ア 出 資 金 800,000

投 資 そ の 他 の 資 産 合 計 800,000

固 定 資 産 合 計 1,255,782,677

2 流 動 資 産

(1) 現 金 預 金 1,285,783,747

(2) 未 収 金 46,000,000

(3) 貯 蔵 品 2,439,269

(4) 前 払 費 用 2,849,683

(5) 預 託 金 4,407,670

流 動 資 産 合 計 1,341,480,369

資 産 合 計 2,597,263,046



3 　固　　　定　　　負　　　債

(1)

ア 912,349,265

912,349,265

(2)

ア 1,227,175,621

1,227,175,621

2,139,524,886

4 　流　　　動　　　負　　　債

(1)

ア 117,850,000

117,850,000

(2) 112,652,000

(3)

ア 95,099,000

イ 18,131,000

113,230,000

(4) 27,600,436

371,332,436

5 　繰　　　延　　　収　　　益

(1) 577,106,438

(2) △ 439,027,928

138,078,510

2,648,935,832

収 益 化 累 計 額

負 債 合 計

繰 延 収 益 合 計

未 払 金

引 当 金

賞 与 引 当 金

預 り 金

流 動 負 債 合 計

企 業 債
建 設 改 良 等 の 財 源 に 充 て る
た め の 企 業 債

企 業 債 合 計

引 当 金 合 計

法 定 福 利 費 引 当 金

長 期 前 受 金

固 定 負 債 合 計

企 業 債 合 計

負　　債　　の　　部

企 業 債
建 設 改 良 等 の 財 源 に 充 て る
た め の 企 業 債

引 当 金

退 職 給 付 引 当 金

引 当 金 合 計
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6 　資　　　　 本　　　　　金 56,750,000

7 　剰　　　　 余　　　　　金

(1)

ア 17,709,330

イ 47,881,200

ウ 204,730,855

エ 38,905

オ 20,957,992

291,318,282

(2)

ア 399,741,068

399,741,068

△ 108,422,786

△ 51,672,786

2,597,263,046負 債 資 本 合 計

資 本 剰 余 金 合 計

欠 損 金

当 年 度 未 処 理 欠 損 金

欠 損 金 合 計

剰 余 金 合 計

資 本 合 計

資 本 剰 余 金

国 庫 補 助 金

県 補 助 金

他 会 計 補 助 金

受 贈 財 産 評 価 額

そ の 他 資 本 剰 余 金

資　　本　　の　　部
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会計処理に関する注記

１．重要な会計方針

（１）資産の評価基準及び評価方法

　　　　貯蔵品　　先入先出法による原価法によっている。

（２）有形固定資産の減価償却の方法

ア.償却方法

定率法による。ただし，建物については，定額法による。

イ．主な耐用年数

　車両　　　　　　　　　　5年

　建物　　　　　　　 10～50年

　建物付属設備　　　　6～20年

　構築物　　　　　　 10～40年

　機械及び装置　　　　4～15年

　工具器具及び備品　　3～20年

（３）引当金の計上方法

ア．退職給付引当金

　職員の退職手当の支給に備えるため，当年度の退職手当の期末要支給額に相当する金額を計上している（ただし，他会計が負担する
と見込まれる額と交通事業会計が他会計に対して負担すると見込まれる額は，相殺されているとみなす。）。

イ．賞与引当金及び法定福利費引当金

　職員の期末勤勉手当の支給及びこれに係る法定福利費の支払に備えるため，当年度末における支給（支払）見込額に基づき，当年度
の負担に属する額(１２月から３月までの４か月分）を計上している。
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２．予定貸借対照表に関する注記

（１）引当金の目的使用による取り崩し予定について

ア．退職給付引当金

　当年度において,退職手当34,594,000円及びモ－ターボート競争事業会計に属する職員に係る退職手当負担金17,661,000円を支払予定
のため,52,255,000円を取り崩す予定である。

イ．賞与引当金

　当年度において，期末勤勉手当 315,407,000円を支給予定のため，95,099,000円を取り崩す予定である。

ウ．法定福利費引当金

　当年度において，期末勤勉手当に係る法定福利費として57,060,702円を支払予定のため，18,131,000円を取り崩す予定である。

３．その他

（１）消費税

消費税及び地方消費税の会計処理は，税抜方式による。
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